
う
か
つ
に
め
で
た
い
と
言
え
な
い
２

３
年
が
あ
け
た
と
こ
ろ
で
、
新
年
の
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
中
国
の
南
シ
ナ

海
侵
出
、
北
朝
鮮
に
よ
る
相
次
ぐ
ミ
サ

イ
ル
発
射
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
な
ど
も
あ
り
、
世
界
的
な
流
通
・

経
済
の
混
乱
が
４
０
年
ぶ
り
と
い
わ
れ

る
物
価
高
・
円
安
を
引
き
起
こ
さ
れ
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
脅
か
し
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
は
、
国
民
の
苦
し
み
に
向

き
会
お
う
と
せ
ず
、
安
全
保
障
上
の
危

機
を
あ
お
り
、
防
衛
費
の
倍
化
、
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
確
保
、
フ
ル
ス
ペ
ッ
ク

の
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
な
ど
の

軍
拡
路
線
に
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
国
連

憲
章
と
国
際
法
に
違
反
し
た
、
単
な
る

犯
罪
で
す
。
中
国
の
人
工
島
＝
軍
事
基

地
建
設
も
尖
閣
周
辺
の
領
海
侵
犯
も
、

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
発
射
も
、
単
な

る
犯
罪
で
す
。

と
こ
ろ
が
ア
メ

リ
カ
の
バ
イ
デ
ン

大
統
領
は
こ
れ
ら

の
出
来
事
を
、
自

由
と
民
主
主
義
に

対
す
る
挑
戦
と
決

め
つ
け
、
ア
メ
リ

カ
を
盟
主
と
し
た

自
由
と
民
主
主
義

の
体
制
Ⅴ
Ｓ
ロ
シ

ア
・
中
国
の
大
国

覇
権
専
制
主
義
の

新
し
い
ブ
ロ
ッ
ク

対
立
を
描
き
出
し
、

日
本
を
は
じ
め
と

す
る
同
盟
国
に
相

当
の
覚
悟
と
負
担

を
求
め
て
い
ま
す
。

岸
田
路
線
は
ア

メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
に
丸
ご
と
飲
み
込

ま
れ
た
、
戦
争
と
亡
国
の
道
だ
と
言
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
自
民
党
政
治
は
、
３
０
年

も
前
か
ら
「
行
き
詰
っ
て
い
る
」
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
途
中
政
権
交
代
も

あ
り
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
自
民
党
型

の
政
治
が
続
い
て
き
た
の
は
、
小
選
挙

区
制
と
政
党
助
成
金
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
比
較
第
一
党
に
有
利
な
仕
組
み
が
作

ら
れ
た
か
ら
で
す
。
「
与
野
党
対
決
」
、

「
自
民
か
非
自
民
か
」
、
自
公
連
立
、

民
主
党
政
権
な
ど
、
様
々
な
メ
ニ
ュ
ー

が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
自
民
党
政
治
の

延
命
の
た
め
の
目
く
ら
ま
し
だ
っ
た
と

言
え
ま
す
。

し
ば
ら
く
は
大
き
な
国
政
選
挙
が
な

く
、
与
党
や
り
放
題
の
三
年
な
ど
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
統
一
地
方

選
挙
が
あ
り
、
政
権
与
党
に
批
判
的
な

勢
力
が
陣
地
を
広
げ
れ
ば
、
増
税
と
軍

拡
の
道
か
、
暮
ら
し
優
先
・
福
祉
充
実

の
道
か
、
政
府
を
追
い
詰
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

私
た
ち
は
、
労
働
組
合
と
し
て
労
働

者
の
汗
に
報
い
る
政
治
を
求
め
、
戦
争

に
反
対
し
平
和
で
民
主
的
な
日
本
を
取

り
戻
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

建
交
労
東
京
都
本
部
は
、
よ
く
学
び
、

仲
間
を
増
や
し
、
そ
の
運
動
の
先
頭
に

立
つ
こ
と
を
心
か
ら
呼
び
か
け
ま
す
。

東
京
建
設
・
関
連
部
会
は
作
年
１
１

月
３
０
日
（
水
）
夕
方
、
Ｊ
Ｒ
中
野
駅

北
口
で
宣
伝
行
動
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

組
合
加
入
を
訴
え
る
横
断
幕
を
２
枚

広
げ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
チ

ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。
行
動
に
は
中

央
本
部
や
中
野
区
労
連
の
仲
間
を
含
め

総
勢
１
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
建
築

設
計
支
部
い
し
ず
え
分
会
の
仲
間
が
三

線
で
「
沖
縄
民
謡
『
安
里
屋(

あ
さ
と

や)

ユ
ン
タ
』
」
を
ベ
ー
ス
に
組
織
拡

大
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
作
詞
し
た
『
建
交
労

ゆ
ん
た
』
を
演
奏
し
熱
唱
。
「
サ
ー

も
う
一
人
で

悩
ま
な
い
で

サ
ー
建

交
労

僕
ら
と
一
緒
に

解
決
し
ま
し
ょ

う

建
交
労
は
あ
な
た
の
味
方
で
す
！
」

肌
寒
い
夕
方
の
風
が
吹
く
中
、
陽
気

な
沖
縄
民
謡
の
歌
声
に
立
ち
止
ま
っ
て

聴
い
て
い
る
人
た
ち
も
あ
り
ま
し
た
。

建
築
設
計
者
や
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
な
ど
様
々
な
立
場
か

ら
マ
イ
ク
を
握
り
、
現
場
労
働
者
の
労

働
環
境
や
労
働
条
件
の
改
善
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
か
ら
ロ
シ
ア
の
無
条
件
撤
退
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
乗
じ
た
岸
田
政
権
の

軍
拡
政
策
反
対
な
ど
を
訴
え
ま
し
た
。

【
東
京
建
設
・
関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】
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「
物
価
高
を
超
え
る
大
幅

賃
上
げ
は
切
実
、
大
軍
拡

・
大
増
税
よ
り
も
い
の
ち

と
暮
ら
し
、
雇
用
ま
も
れ
、

大
幅
賃
上
げ
は
可
能
、
一

緒
に
声
を
あ
げ
よ
う
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
１
月

６
日
（
金
）
国
民
春
闘
共

闘
委
員
会
・
全
労
連
・
東

京
春
闘
共
闘
は
、
２
０
２

３
年
新
春
宣
伝
行
動
を
東

京
・
新
宿
・
池
袋
・
霞
が

関
・
虎
ノ
門
な
ど
５
ヶ
所

で
開
催
し
ま
し
た
。
新
宿

駅
東
口
ア
ル
タ
前
に
は
５

３
人
が
集
い
、
建
交
労
か

ら
は
中
央
本
部
、
神
田
支

部
、
建
築
設
計
支
部
い
し
ず
え
分
会
、

東
部
支
部
の
仲
間
が
結
集
。
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ビ
ラ
の
配
布
な
ど
で
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。
国
民
春
闘
共
闘
の
黒
澤

幸
一
事
務
局
長
は
「
黙
っ
て
い
て
も

賃
金
は
上
が
ら
な
い
。
労
働
組
合
で

一
緒
に
賃
金
を
あ
げ
ろ
と
声
を
上
げ

よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
東
京

春
闘
共
闘
の
井
澤
智
副
代
表
は
「
お

困
り
ご
と
の
あ
る
方
は
、
私
た
ち
た

た
か
う
労
働
組
合
に
相
談
を
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
東
京
土
建
の
小
坂

剛
賃
金
対
策
部
長
は
、
小
規
模
・
個

人
事
業
者
に
し
わ
寄
せ
が
い
く
建
築

業
界
の
あ
り
方
を
批
判
し
、
労
働
者

に
賃
金
が
行
き
渡
る
施
策
が
必
要
と

訴
え
ま
し
た
。
全
労
連
の
清
岡
弘
一

副
議
長
は
「
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃

上
げ
の
た
め
に
労
働
組
合
に
入
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
他
、
新

宿
区
労
連
や
生
協
労
連
、
全
印
総
連

な
ど
か
ら
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
都
本
部
は
、
秋
の

労
働
局
交
渉
を
実
施
し
、

高
齢
者
や
建
設
関
連
の
仲

間
が
そ
れ
ぞ
れ
要
請
を
行

い
ま
し
た
。
事
業
団
高
齢

者
部
会
の
要
請
１
に
対
す

る
労
働
局
の
回
答
は
以
下

の
通
り
で
す
。

１
・
東
京
都
と
東
京
労
働

局
と
の
高
齢
者
の
多
様
な

働
き
方
へ
の
支
援
に
関
す

る
定
期
協
議
内
容
に
お
い

て
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
育
成
援
助
・
・
・
」

に
つ
い
て
「
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
等
の
育
成
援

助
・
・
・
」
に
改
正
後
の
育
成
援
助

の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
下
記
の
項

の
具
体
的
実
現
に
向
け
働
き
か
け
を

強
め
る
こ
と
。

（
１
）
高
齢
者
雇
用
安
定
法
に
よ
る

援
助
育
成
団
体
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
だ
け
で
な
い
こ
と
を
東
京
都

及
び
都
内
各
自
治
体
に
周
知
徹
底
す

る
こ
と
。

回
答
：
高
齢
者
雇
用
安
定
法
３
６
条

は
「
職
業
生
活
の
充
実
そ
の
他
福
祉

の
増
進
に
資
す
る
た
め
、
臨
時
的
か

つ
短
期
的
な
就
業
又
は
軽
易
な
業
務

に
係
る
就
業
を
希
望
す
る
こ
れ
ら
の

者
に
つ
い
て
、
就
業
に
関
す
る
相
談

を
実
施
し
、
そ
の
希
望
に
応
じ
た
就

業
の
機
会
を
提
供
す
る
団
体
を
育
成

し
、
そ
の
他
そ
の
就
業
の
機
会
の
確

保
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。
」
と

定
め
て
い
る
が
、
「
希
望
に
応
じ
た

就
業
の
機
会
を
提
供
す
る
団
体
」
と

は
広
く
様
々
な
団
体
を
含
み
う
る
と

解
釈
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
以
外
の
団
体
も
、

そ
の
対
象
に
含
ま
れ
る
。
法
解
釈
に

つ
い
て
各
自
治
体
か
ら
問
い
合
わ
せ

等
が
あ
っ
た
際
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
以
外
の
団
体
も
含
ま
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６

７
条
の
２
第
１
項
第
３
号
の
改
正
交

付
に
伴
っ
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
「
準
ず
る
団
体
」
の
基
準
を
作
成

す
る
よ
う
東
京
都
に
働
き
か
け
る
こ

と
。

回
答
：
各
地
方
公
共
団
体
の
判
断
に

よ
り
ま
す
が
、
基
準
作
成
に
係
る
要

請
が
あ
っ
た
こ
と
は
当
局
か
ら
東
京

都
に
伝
え
ま
す
。

（
３
）
東
京
都
内
で
働
き
た
い
高
齢

者
の
紹
介
と
誘
導
の
実
施
の
為
、
事

業
団
協
議
会
の
パ
ン
フ
及
び
チ
ラ
シ

の
配
布
等
に
つ
い
て
昨
年
に
続
き
実

施
す
る
こ
と
。

回
答
：
平
成
２
９
年
１
月
か
ら
高
年

齢
求
職
者
支
援
の
一
環
と
し
て
活
用

し
て
お
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
周
知

広
報
用
ラ
ッ
ク
に
設
置
し
、
窓
口
で

も
配
布
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
い
て

活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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１
月
１
２
日
（
木
）
国
民
春
闘
共
闘

・
全
労
連
・
東
京
春
闘
共
闘
は
「
２
０

２
３
春
闘
闘
争
宣
言
行
動
」
を
行
い
、

厚
労
省
前
で
の
行
動
、
丸
の
内
デ
モ
、

経
団
連
包
囲
行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

働
く
者
の
賃
金
が
抑
え
ら
れ
、
一
部

の
富
裕
層
が
冨
を
独
占
し
、
大
企
業
の

内
部
留
保
も
５
０
０
兆
円
を
超
え
ま
し

た
。
子
育
て
や
老
後
や
健
康
な
ど
、
生

活
に
必
要
な
福
祉
を
削
り
続
け
る
財
界

や
政
府
の
労
働
政
策
は
、
批
判
さ
れ
る

べ
き
で
す
。
経
団
連
包
囲
行
動
で
主
催

者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
国
民
春
闘
共
闘

・
小
畑
雅
子
代
表
幹
事
（
全
労
連
議
長
）

は
「
物
価
高
騰
を
上
回
る
賃
上
げ
が
必

須
の
２
３
春
闘
と
い
う
強
い
決
意
と
覚

悟
を
持
っ
て
た
た
か
い
抜
こ
う
！
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
前
で

は
、
国
民
春
闘
共
闘
・
砂
山
太
一
代
表

幹
事
（
全
農
協
労
連
委
員
長
）
が
主
催

者
挨
拶
を
行
い
「
日
本
の
賃
金
は
О
Ｅ

Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
平
均
を
下
回
り
、
主
要

７
か
国
で
も
最
下
位
。
国
際
競
争
力
を

高
め
る
た
め
賃
金
を
抑
え
、
国
際
競
争

に
負
け
た
日
本
に
な
っ
た
。
厚
生
労
働

省
の
責
任
も
大
き
い
。
」
と
訴
え
ま
し

た
。
ま
た
、
国
民
春
闘
共
闘
・
黒
澤
幸

一
事
務
局
長
（
全
労
連
事
務
局
長
）
は

「
大
企
業
が
６
～
７
％
の
賃
上
、
財
界

や
政
府
も
賃
上
を
推
奨
し
て
い
る
。
労

働
者
や
労
働
組
合
の
声
が
あ
っ
て
こ
そ

の
状
況
だ
。
全
て
の
労
働
者
を
対
象
と

す
る
賃
上
げ
の
た
た
か
い
を
す
す
め
よ

う
！
」
と
訴
え
ま
し
た
。

■１月２８日（土）～２９日（日）

第２４回建交労中央委員会

群馬県ホテル磯部ガーデン

■１月２９日（日）１３時～東京地評

評議委員会／ラパスホール（大塚駅）

■１月３０日（月）１１時半～バス関連支

部（京王新労組）中労委命令取り消し行

政訴訟結審／東京地裁６３１号法廷

■２月５日（日）１３時半～第２８回建交

労東京都本部委員会

東京トラック健保会館（半蔵門駅）

■２月１４日（火）１２時半～建設首都圏

共闘会議建設春闘イエローアクション

衆議院第一議員会館

１４時半～新橋駅（ＳＬ広場）宣伝行動

■２月１８日（土）１４時～都本部組織拡

大検討委員会

都本部７階会議室（門前仲町）

組合掲示板


